











































































































一冊として『小説作法』（1909 年 6 月）と、文芸入門シリーズの一冊の『イン




















されたのか、という点である。『田舎教師』（佐久良書房 1909 年 10 月）に限っ












る様だ」（川端碧砂「田山花袋氏に」『文章世界』1910 年 5 月）と評されたの
は、ひとえに文章の力によるのであろう。
具体的に本文から風景描写を引用し、その特徴を見ていこう。引用は臨川書











































































永井荷風（1879-1959）は東京出身で、1903 年から 1908 年にかけて北米と
フランスに居住した。ゾラの都市や田園風景の描写にあこがれ、在米中にモー
パッサンの紀行文『水の上』や『漂泊生活』経由でボードレールやランボーの





































































『春のおとづれ』から約 5年後の随筆『日和下駄』（『三田文学』1914 年 8 月



















①オギュスタン・ベルク、三宅京子訳『風土としての地球』筑摩書房 1994 年 3 月。
②紙幅の都合で、一例として自然風土や環境を巡って建築（内藤廣）、景観工学（中村良夫）、ランド
スケープ（三谷徹）、哲学（フィリップ・ニス、大橋良介）、精神病理学（木村敏）の研究者が考察




像に負けるからあまり意味が無くて………」と答えている（「J-wave power your morning」2012
年 3 月 12 日放送）。文芸関係でも映像関係でもない場での返答だけに、率直な言葉と捉えてよいだ
ろう。
④フランスでは学校教育の場で explication de texte という読解法で、風景描写の分析の方法を中高
生の段階で学習する。日本近代文学研究の領域では、故ジャン＝ジャック・オリガス氏が森鷗外、
夏目漱石、徳冨蘆花などの作家の文章をこの方法をベースにして詳細な分析をし、その特色を説明
した（Cf. 『物と眼 明治文学論集』岩波書店 2003 年 9 月）。近年ではドイツで実施されている同様
の教育法を、三森ゆりか氏が『外国語で発想するための日本語レッスン』（白水社 2006 年 5 月）な
どで紹介している。
⑤桑子敏雄『環境の哲学　日本の思想を現代に活かす』講談社学術文庫 1999 年 12 月。拙稿「近代文
学は「絶滅危惧種」か」（『東京人』2012 年 6 月）で、桑子氏のいう「絶滅」が近代文学の風景描
写にあることを説明している。
⑥西村清和『イメージの修辞学　ことばと形象の交差』理想社 2009 年 11 月。
⑦ Arelette Bouloumié et Isabelle Trivisani-Moreau （dir.）, Le Génie du lieu Des paysages en 
litttérature, Paris, IMAGO, 2005.











風景画・水彩画』（岩波書店 1996 年 9 月）を参考にした。
⑪三宅克己『思ひ出つるまゝ』光大社 1938 年 6 月。
⑫相馬庸郎『日本自然主義再考』八木書店 1981 年 12 月。
⑬福田恆存『田舎教師』新潮文庫 1988 年版解説。
⑭荷風のフランス文学から学んだ描写の自作への応用については、拙著『永井荷風のニューヨーク・
パリ・東京　造景の言葉』（翰林書房 2007 年 6 月）を参照されたい。
⑮『日和下駄』にみる荷風の都市景観へのこだわりとそこから学びうる点については、拙著『荷風と
明治の都市景観』（三省堂 2009 年 12 月）を参照されたい。
＊討議要旨
中川成美氏は、今回の発表で扱われた風景描写の伝統は、現代の作家たちにも影響を与えているの
かについて質問した。発表者は高見順の「描写のうしろに寝てゐられない」というエッセイのように、
描写は文学に特権的な余興のように考えられることもあったが、戦後の都市景観の変化にさらされた
第三の詩人たちのように、描写に力点を置いた作家たちもいた。ただ、フランスでも日本でも若い作
家ほど描写に力点を置かなくなっている傾向にある。描写というのは文化遺産であり、作家の腕の見
せ所でもあるので、それを復活させる作家が出てきてほしい。現在は大きな土地の変化を経験した後
なので、特にそう思うと回答した。村尾誠一氏は発表の中でとりあげた花袋と荷風では描写の仕方が
かなり違っているように思うがどう考えるかと尋ね、発表者は、相馬御風が『あめりか物語』を「す
っかり自然派である」と評価したように、同時代において、二人は同じ自然派として受け止められて
おり、描写について同じ問題を共有し、かつ、表現の仕方の違う作家として二人をとりあげたと答え
た。モインウッディン・モハッマド氏は風景と空間の関係性についてどのように考えるかを質問し、
発表者は、風景は場所を選んで描くものだが、場所は刻々と変化してゆく。空間にある限定を設けた
ものが場所であり、それを、ある時間、ある時期に限定したものを風景と考えていると回答した。モ
ハッマド氏は続けて、風景の中に空間を見つけるということはできるのかと尋ね、発表者はモネの
「積みわら」の連作にあるように刻々と変化してゆく景観をどうとらえるか、空間に時間軸をどうか
ぶせていくかというのは作家にとって大きな問題だと思うと述べた。
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